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●モデルの説明 
 
 ただ一つの分子が空間の真中に静止している。ここに分子をもう一つ、四隅のどこかか

ら出現させ、空間上を移動させる（移動方向は最初にランダムに決定される）。移動する分

子は、自分の周囲一近傍に他の分子がいたらくっついてその場で静止する。いなければそ

のまま動き周る（一定の距離を歩くと、二度とぶつからないとみなされて分子はまた四隅

に移動させられ、移動方向もランダムに決定される）。分子が止まれば、次の分子が新たに

誕生して同様のルールで移動しはじめる。これを繰り返してやれば、どのような現象が起

こるのかということを検証するのが本モデルである2。 
 下図は 150×150 の空間上で、約 100 万ステップ試行した結果である。鮮やかなフラク
タルが出現しているのが見てとれる。 
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